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ジク・・プ・パンの頒度試験成績報館

t試験期間昭和52年1・月27日～昭和55年5月1。日

2試料名　ジ如・プ・パン（猟都＿19）
　a）　構造式，分子式

　　　H5（ンCHC処CH2C£　　　　　　c，H，c¢2

b）性状外船難色の液体沸点（℃）：畑
　　　　　　　　　純度（多）：9917　比■：t159

　　　　　　　　　溶解度：2・℃の水織26（W／r話）溶ける

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（提示資料による）

c）試灘供した化物質のエRスペ外ルを図叫に示．
義　試験方法及び条件

馨難1難一・る・一の分一に、る

　　　醐搬：100卿槻鍍：5・廻醐尉：2醐
こ1　試験装置

　　　　縣蔽舶鯛鰍（揮搬獺用クー・メーター）
蕊2酸素消費量測定

　　　　51の記録による

酪生分解試験後の醸定量法
　　　　ザロ　　　　　　　　　　　　　　　　ラ

　　⑥’使用分析機器

　　　t　全有機嵐素分析翫

　　　　　ガスクロマトグラ7　検出器　P工1）



1分析露の前艇

　　　　　　　　軍L型L劉

　　　　　　　　　　　　・冷却（10℃）

　　　　　　　　　　　　・20m1分取

　　　　　　　　　　　　・静置

　　　　『＿．＿．．．1、甲一，＿　
1，．，＿＿

　　　　煙！遡郵庭璽1

β）分析条件

　全有機炭素分析計（浬O　C猷）

　　流速了C回路200皿／匝且

　　準度TC炉　980℃

　ガスクロマトグラフ（GC）検出器　FID

　　キャリアガス　　N2

　　充てん剤　恥蔦pakQ
　　ガラスカラム　　5皿／×2m

　　カラム温度　’185℃
　試験結果

分解度（多） 付　　歯 付　　　表

酸素消費量による結果 0 4
一

TOC計による紬：果 0．8 3 2

e　c　に　よ　る結果一 1．5 広 雰
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試料の採取

　マイクロシリンジで260μ1を蟄り取り培養ビン中1
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クーロメーターへのセ，ト状況
　　　　　　　　　　　　　　、
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皿

蕪ピンの底に

ｽ
一

げていた
淘

げていた
一

以

l
l

『
一
、
■




